
　今年に入り国内宝飾
市場は厳しさを増し、展
示会への期待もどうな
るものかと心配された
が、5月に開催された西
日本最大級の宝飾見本
市「第21回神戸国際宝
飾展（IJK）」（主催：リー
ドエグジビションジャパ
ン㈱。特別講演：日本真
珠振興会）には、前年比
約104％（509名）増と
なる1万2600名が来場
し、3日間ともに盛り上
がった。
　その中心となるのが、
中国からの海外バイ
ヤー。昨年は過去最高
の2000名を超え、今年
も昨年以上に多く感じ
るほど、海外バイヤーが
会場を埋め尽くした。

　会場内では、香港宝飾見本市で日
本からの出展社が注目を集めるよう
に、リサイクル商品をはじめ、真珠や品
質の高い宝石などに人気が集まってお
り、「海外バイヤーがいなければ売上

が立たない」、「国内は2割いるか
いないか（売上ベース）」、「国内
バイヤーの仕入れが数量と金額
ともに激減」との声が聞かれるほ
どに海外バイヤーの重要度が
年々増しており、海外バイヤー向
け商品に切り替える出展社も増
えている傾向にあると言える。そ
れと反比例して国内市場の対応
策が目減りしており、国内市場の活性
化が年々大きな課題となってきている。
　「一般ユーザーを入れれば国内市
場は冷え込むばかり」との声が、小売
店から聞かれるばかりではなく、出展
社からも同じ意見が出てきているのが
現状だ。主催者や関係団体がこの問
題に取り組む姿勢は長い間見られず、
ここ最近は話題にすら上がらない程余
裕もなく、“失われた10年”をまた繰り
返すのかと危機感が募るばかりであ
る。問題は来場者がプロか素人かにあ
り、“夢に見た宝石がこんなにも安く買
える”と思われてしまうことではないだ
ろうか。これから重要とされる“ジュエ
リーの精神的価値”を根底から覆すこ
とを、このまま広め続けていいものか業
界全体で再考したいものである。

　そういった中
で評価できるの
が、ここ数年の
傾向として現れ
ているセミナー
受講者の数が 　2018年春の

叙勲において、一般社団法
人日本ジュエリー協会
（JJA）元副会長の望月政男
氏（77歳、㈱ラッキー商会
会長）が、産業振興功労とし
て旭日双光章を受章した。
　望月氏は、JJAで1991年
より理事、93年に常任理
事、94年に副会長、95年は
参与で活躍。2007年より6

年間、甲府商工会議所で副会頭を務
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増えていること。日にち別来場者数
を見てみると、圧倒的に初日の来場
者数（7010名）が多いものの、前年
比比較では2日目（3422名）の来場
者数の伸び率が一番高く、前年より
320名以上増えたことからも、2日
目・3日目に開催のセミナー受講を
目的とした来場者が多かったことが
推測され、“学び”に飢えているとも
言えるかもしれない。

　実際に、日本真珠
振興会による「世界の
真 珠マーケット動
向」、HRD Antwerp
（㈱AP）による「合成ダ

イヤモンド」などは満員となっていた。
また「第2回西日本ジュエリーショップ
大賞」の一環で行われたパネルディス
カッションにも多くの小売店が集まり、
日頃聴くことのできない販売に繋がる
ポイントなどが聴けて評価の声が回を
重ねるごとに高まっている。主催する日
本宝飾記者会は、「海外でのビジネス
拡大を図る一方で、国内にも目を向け
る必要がある。同大賞の認知度はまだ
まだ低いが、多くの関係者に関心を
持ってもらいたい」と国内活性化に繋

げたいとの意図を説明すると共に、「東
日本・日本ジュエリーショップ大賞と今
後も継続をしていくので、“頑張る小売
店”への投票によるご協力を」と呼びか
けている。
　出展社の売上においては、海外バイ
ヤーによる仕入れがほとんどであった
ようだが、昨年よりも伸びたとの声が多
く聞かれ、ひと安心した出展社も多
かったようだ。また、数億円とも言われ
る中古時計が早々に売れたとの声が
聞かれるなど、ターゲットを間違わずに
絞り込めば、まだまだ国内需要を喚起
することが可能だと分かり、明るい材
料とも言えそうだ。
　また、国内向けに出展している出展
社のアピール力が弱い。時代が変わり
来場者の顔ぶれも新しくなってきてい
る時に、従来のままでは良いものも来
場者には届かない。積極的なPRが望
ましい。
　2019年は5月16日～18日、同会場
で行われる。早々に次年度の出展を決
めたとの出展者の声が多く聞かれた。
　横浜で開催される「秋のIJT」は、10
月24日～26日、パシフィコ横浜で開催
される。

国内に目を向けることも必要
1万2600名来場し、盛り上がったIJK

め、地場産業の
発展に尽力し
た。現職は、㈱
ラッキー商会
会長。
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米
朝
会
談
は
、一
度
米
側
か
ら
中
止
の
発
表
が
あ
っ
た
が
、再
び
６
月
12
日
に
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、恐
ら
く
、そ
の
会
談

は
開
催
さ
れ
て
も
、本
題
に
入
ら
ぬ
う
ち
に
、無
期
限
の
延
期
に
な
る
公
算
が
高
い
。

　

そ
れ
は
本
題
に
入
る
前
の
会
談
の
決
裂
を
意
味
す
る
。と
い
う
の
は
、非
核
に
つ

い
て
の
考
え
方
に
、米
朝
両
国
の
間
に
大
き
な
ず
れ
が
あ
る
の
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、リ
ビ
ア
方
式
の
導
入
を
取
り
下
げ
た
が
、米
朝
間
の
核

兵
器
廃
絶
に
つ
い
て
の
考
え
方
に
、大
き
な
差
が
あ
る
。恐
ら
く
北
朝
鮮
と
交
渉

に
臨
む
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
気
分
は
、ア
メ
リ
カ
ン・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
か
ら
土
地
を

取
り
上
げ
た
西
部
開
拓
時
代
の
シ
ェ
リ
フ
か
騎
兵
隊
の
隊
長
の
心
境
だ
ろ
う
。

　

西
部
劇
の
中
で
、「
白
人
は
嘘
つ
か
な
い
」と
い
う
せ
り
ふ
が
出
て
く
る
が
、そ
れ

は
、真
っ
赤
な
嘘
で
、根
底
に
は
、ア
メ
リ
カ
ン・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
同
じ
よ
う
に
ア

ジ
ア
人
に
対
す
る
蔑
視
感
が
依
然
と
し
て
あ
る
の
だ
。

　
ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、北
朝
鮮
は
米
国
を
ま
っ
た
く
信
用
し
て
い
な
い
。

　

北
朝
鮮
の
金
労
働
党
委
員
長
に
と
っ
て
は
、国
家
体
制
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
よ

う
な
核
兵
器
の
廃
絶
は
、認
め
ら
れ
な
い
の
だ
。

　

金
氏
は
、核
兵
器
が
な
か
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、イ
ラ
ク
戦
争
に
よ
っ
て
、

国
家
を
崩
壊
さ
せ
ら
れ
た
フ
セ
イ
ン
の
二
の
舞
だ
け
は
、絶
対
に
し
な
い
よ
う
に

と
模
索
し
て
い
る
。

　

北
朝
鮮
と
し
て
は
、核
兵
器
の
段
階
的
な
破
棄
を
出
来
る
こ
と
が
、今
回
の
会

談
の
鍵
で
あ
り
、目
的
な
の
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、我
が
国
の
経
済
は
、国
の
見
方
と
は
異
な
り
、こ
の
と
こ
ろ
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
失
敗
も
あ
っ
て
、不
審
に
喘
ぐ
状
況
下
に
あ
る
。

　

最
近
、発
表
さ
れ
た
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、マ
イ
ナ
ス
成
長
を
示
し
て
い
る
。宝
飾
業
界
も

そ
う
だ
が
、リ
・セ
ー
ル
市
場
は
、最
近
い
ず
れ
の
業
界
と
も
非
常
に
好
調
だ
が
、

こ
れ
は
新
規
需
要
の
創
造
で
は
な
い
の
で
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
は
計
算
さ
れ
な
い
と
の
こ

と
だ
。何
は
と
も
あ
れ
、ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
市
場
を
拡
大
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　

こ
の
25
年
で
、あ
ら
ゆ
る
業
界
が
、大
変
革
し
て
し
ま
っ
た
。こ
う
し
た
中
で

宝
石
業
界
が
一
番
、改
革
に
遅
れ
て
い
る
の
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ

し
て
や
る
べ
き
こ
と
は
、自
分
が
出
来
る
事
に
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と
だ
。

　
こ
の
と
こ
ろ
高
級
宝
石
時
計
市
場
も
元
気
が
な
い
。

　

あ
ら
ゆ
る
消
費
が
停
滞
し
だ
し
て
い
る
。一
方
で
物
の
値
段
は
、大
き
く
上

が
っ
て
い
る
が
、手
取
り
の
給
与
や
年
金
は
大
き
く
下
が
る
一
方
な
の
で
、実

質
、生
活
レ
ベ
ル
は
下
が
る
ば
か
り
だ
。　

　

最
近
、ジ
ュ
エ
リ
ー
は
、も
は
や
日
常
生
活
か
ら
か
け
離
れ
た
存
在
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。街
を
歩
い
て
も
、ジ
ュ
エ
リ
ー
を
つ
け
て
い
る
人
は
、非
常
に
少

な
い
。先
行
き
を
見
た
と
き
、果
た
し
て
、こ
の
業
界
は
、産
業
と
し
て
、い
つ
ま

で
持
つ
の
か
、そ
ん
な
疑
問
も
出
て
き
た
。　

　

す
で
に
日
本
の
総
人
口
は
減
り
始
め
て
お
り
、50
年
後
に
は
、１
億
人
を
大

き
く
割
っ
て
、８
０
０
０
万
人
台
に
な
る
が
、こ
れ
が
現
実
だ
。団
塊
世
代
全
員

が
70
歳
代
を
迎
え
る
時
代
ま
で
、こ
の
業
界
が
生
き
残
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ

ろ
う
か
。　

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
、大
き
な
話
題
に
な
る
の
は
、老
々
介
護
問
題
を
含
め
た

社
会
保
障
問
題
で
あ
る
。い
ま
の
世
代
の
場
合
は
、何
と
か
年
金
を
貰
う
こ
と

が
で
き
る
が
、現
在
の
壮
年
以
下
の
世
代
は
無
理
で
あ
ろ
う
。　

　

結
局
、小
さ
な
政
府
を
選
択
す
る
か
、消
費
税
が
30
％
、近
く
に
な
っ
て
も
文

句
を
言
わ
ず
に
収
め
て
福
祉
に
つ
い
て
は
、手
厚
い
保
護
を
国
に
求
め
る
か
の

選
択
だ
。そ
の
選
択
時
期
が
間
も
な
く
や
っ
て
く
る
。

第94回
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新しい時代の宝飾業界
『ジュエリービジネス環境を分析する』
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　世界の天然ダイヤモンド市場の約30％を握るデビアスが、5月29日（現地）、合成ダイヤモンドのみを
販売する会社Lightboxを立ち上げ、9月から販売開始すると発表した。
　それによると、0.25カラットが200ドル、1カラット800ドルと、天然の市場価格約10分1となるという。
　詳細は次号を予定。

デビアスが合成ダイヤモンド販売会社を新たに立ち上げ
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